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( 11 ) 
以上第三篇においては、
ローマ帝同没落以後のヨーロッパの暦史は、
封建
淡路・プダム
・スミスの貿易問論（上）
的土地所有そのものによって「臼然の進路」が妨げ
ら
れ外国貿易↓都市商工
業i農業という顛倒した進路をとらざるをえなかったがゆえ
に
、富
裕の
進展
は停滞的かっ緩慢たらざるをえなか
ったことが述べられ
ている。
しかし
、
こ
のゆが
められた不自
然
な進路においても、
なおかつ官裕の緩慢な進展
がとげ
られたのであり、
「自然の秩序L
にしたがえば「農村の末育」
。同印有吉阿
見mmユ2HEB
として発達すべきはずの製造業が、
その逆の「外国貿易の
末商」として発達させられたのである。
そしてこの「外国貿易の末夜間」とし
ての製造業が却って封建的土地所有た漸次崩壊させて
い
ったの
である。
し
か
し、
この順序はいわばあるべからざるものであり、
その進展の緩慢さは、
こ
れな宮裕の基礎があげ 農業にある北アメリカ 急調な進展
と比すれ
ば一目
瞭然たるものがあった。スミスにあっては、
あベるき姿としての富裕進展の「自然の秩序L
の思想
が、
その全理論合貫ぬき、
これが現実の歴史および政策批
判の根拠をなし
て
い
ること、
またこの思想が重商主義・重農主義の経済理論を発展させ、
ス
ミ
スにおいて「経済学の生誕」として体系づけられた経済理論に裏打され
てい
ることは、
すでに反復強調した。
さていま
や、
ヨー
ロッパ
はイギリスを先頭として、
顛倒した進路をとり
な
がら
も
、つ
いに封
建的土地所有を廃除し
、ア
メリカ型の発展経路をとるべき
段階にたちいたっている。
しかも、
スミ
スの時代において、
なおかっ、
「
白
然の進路」を阻
止し、
その田前に立ちふさがり、
今やまさにヨ
ー
ロッパを危
機的様相を呈するにいたらしめ
いるものは何か。
それはほ
かな
ら
ぬ重商、正
義そのものである。
かくして、
スミスの分折は危機にあるヨーロッパの現状
分析に立ちむかうのである。
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